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視
点
・
論
点
⑤

辺
野
古
国
会
請
願
署
名
四
万
五
千
筆
提
出
へ
、
さ
ら
に
阻
止
行
動
を
続
け
よ
う	

木
村
雅
夫

　

オ
バ
マ
政
権
発
足
し
ヒ
ラ
リ
ー
・
ク
リ
ン
ト
ン
国
務
長
官
が
来
日
し
て
二
月
一
七
日
に

「
第
三
海
兵
機
動
展
開
部
隊
の
要
員
及
び
そ
の
家
族
の
沖
縄
か
ら
グ
ア
ム
へ
の
移
転
の
実
施

に
関
す
る
日
本
国
政
府
と
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
政
府
と
の
間
の
協
定
」（
以
下
「
協
定
」）
に
中

曽
根
外
相
と
と
も
に
署
名
し
た
。
今
（
四
月
四
日
現
在
）、「
協
定
」
は
衆
議
院
で
審
議
さ

れ
て
い
る
。
こ
の
「
グ
ア
ム
移
転
協
定
」
は
「
米
軍
再
編
推
進
協
定
」
と
称
さ
れ
る
ほ
ど

問
題
が
多
く
、
反
安
保
実
は
署
名
さ
れ
る
前
（
二
月
一
三
日
）
に
反
対
声
明
を
提
出
し
た
。

反
安
保
実
も
参
加
す
る
「
辺
野
古
へ
の
基
地
建
設
を
許
さ
な
い
実
行
委
員
会
」（
以
下
辺
野

古
実
）
の
取
組
み
を
伝
え
る
。

「
グ
ア
ム
移
転
協
定
」
の
成
立
を
許
す
な
！　

辺
野
古
へ
の
基
地
建
設
を
断
念
せ
よ
！　

３
・
11
集
会

　

国
会
請
願
署
名
「
７
・
18
沖
縄
県
議
会
決
議
を
尊
重
し
、
辺
野
古
新
基
地
建
設
の
断
念

を
求
め
る
請
願
署
名
」
を
二
月
三
日
の
院
内
集
会
・
報
告
集
会
で
提
出
し
た
後
、
約
八
万

筆
の
署
名
が
届
い
た
の
で
、
三
月
一
一
日
（
水
）
夜
に
署
名
提
出
と
「
グ
ア
ム
移
転
協
定
」

批
准
阻
止
の
た
め
の
集
会
を
、
い
つ
も
の
文
京
区
民
セ
ン
タ
ー
で
な
く
議
員
が
参
加
し
や

す
く
よ
り
国
会
に
迫
れ
る
よ
う
に
と
星
稜
会
館
で
開
催
し
た
。
追
加
署
名
八
万
筆
を
積
ん

だ
壇
上
で
、
民
主
・
社
民
・
共
産
・
無
所
属
の
合
計
一
一
名
の
議
員
と
、
辺
野
古
現
地
か

ら
来
た
安
次
富
浩
さ
ん
と
当
山
栄
さ
ん
が
、
参
加
者
一
五
〇
人
に
「
グ
ア
ム
協
定
」
成
立

阻
止
と
辺
野
古
基
地
建
設
阻
止
を
強
く
訴
え
た
。

国
会
前
行
動

　

衆
議
院
外
務
委
員
会
で
わ
ず
か
二
分
間
の
趣
旨
説
明
が
さ
れ
た
三
月
二
七
日
（
金
）
の

夕
刻
一
八
時
半
に
衆
議
院
第
２
議
員
会
館
前
で
抗
議
集
会
を
開
催
し
、
約
五
〇
名
が
参
加

し
た
。
さ
ら
に
実
質
審
議
に
入
っ
た
四
月
三
日
（
金
）
に
も
一
八
時
半
か
ら
一
時
間
ほ
ど

抗
議
集
会
を
開
催
し
、
笠
井
議
員
（
共
産
）
と
傍
聴
し
た
辺
野
古
実
の
数
人
が
、
審
議
で

明
ら
か
に
な
っ
た「
協
定
」の
矛
盾
を
伝
え
た
。
参
考
人
四
人
が
公
述
す
る
四
月
八
日（
水
）

に
は
、
一
一
時
半
か
ら
国
会
前
座
り
込
み
を
開
始
し
、
数
人
が
傍
聴
し
、
夜
に
抗
議
集
会

を
開
催
す
る
。
そ
れ
以
降
も
国
会
審
議
に
応
じ
て
批
准
阻
止
の
闘
い
を
続
け
る
。

国
会
審
議
か
ら

　

四
月
三
日
の
審
議
か
ら
次
の
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
日
米
の
「
同
盟
関
係
に
お

け
る
協
力
の
新
た
な
段
階
を
も
た
ら
す
」
と
記
さ
れ
た
「
協
定
」
は
、
安
保
条
約
改
定
時

（
一
九
六
〇
年
）
と
同
等
に
も
っ
と
国
民
的
議
論
を
す
る
べ
き
「
条
約
」
だ
。
外
相
が
「
新

た
な
安
全
保
障
体
制
に
適
応
す
る
た
め
、
日
米
安
保
が
変
容
し
新
た
な
安
全
保
障
関
係
に

な
る
。」
と
答
弁
し
た
。
米
軍
撤
退
の
た
め
に
地
元
国
が
金
を
出
し
た
事
例
が
世
界
中
に
無

く
米
軍
基
地
人
員
が
半
減
す
る
ド
イ
ツ
や
韓
国
で
も
金
を
出
し
て
い
な
い
、
米
国
側
だ
け

が
批
准
し
な
い
明
確
な
理
由
が
な
い
、
政
府
答
弁
の
中
で
も
日
本
が
ア
メ
リ
カ
の
「
属
国
」

と
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
な
ん
て
言
葉
が
出
た
ほ
ど
。「
協
定
」
が
無
く
て
も
三
年
前
の

ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
実
現
す
る
こ
と
は
可
能
で
「
協
定
」
は
多
年
度
予
算
を
確
実
に
実
施
す

る
た
め
と
し
か
説
明
で
き
な
い
。
海
兵
隊
移
転
人
数
は
定
数
ベ
ー
ス
の
話
で
、
今
現
在
の

実
数
が
一
三
〇
〇
〇
人
程
で
、
兵
隊
八
〇
〇
〇
人
、
家
族
九
〇
〇
〇
人
の
移
転
は
ま
や
か

し
、
公
明
党
丸
谷
議
員
が
沖
縄
の
負
担
軽
減
が
午
前
の
審
議
で
明
確
に
な
ら
な
か
っ
た
と

認
め
た
ほ
ど
。
河
野
委
員
長
が
午
後
の
開
始
時
に
「
的
確
に
か
つ
真
摯
に
答
え
る
よ
う
に
」

と
異
例
の
指
示
を
し
た
ほ
ど
政
府
答
弁
は
相
変
わ
ら
ず
あ
い
ま
い
で
不
誠
実
。

　

沖
縄
県
議
会
も
「
協
定
」
反
対
を
決
議
し
、
県
議
会
や
県
民
会
議
が
四
月
六
日
に
来
京

し
て
議
員
、
政
府
に
要
請
行
動
す
る
。
同
日
夜
に
は
社
会
文
化
会
館
で
辺
野
古
実
も
共
催

す
る
集
会
を
開
催
す
る
。
民
の
支
持
を
得
て
い
な
い
自
公
政
権
に
よ
る
後
の
日
本
政
権
を

縛
り
、
沖
縄
県
の
自
治
を
制
限
し
よ
う
と
す
る
「
協
定
」
の
成
立
を
許
し
て
は
な
ら
な
い
。

　

さ
ら
に
、防
衛
省
が
四
月
一
日
に
辺
野
古
環
境
ア
セ
ス
の
「
準
備
書
」
を
公
示
し
た
の
で
、

こ
れ
に
対
し
て
反
対
意
見
を
出
す
こ
と
が
次
の
重
要
な
課
題
で
あ
る
。
国
会
請
願
署
名
し

た
多
く
の
方
々
に
是
非
お
願
い
し
た
い
。
四
月
一
九
日
（
土
）
に
開
催
す
る
学
習
会
に
も

ぜ
ひ
ご
参
加
願
い
た
い
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
四
月
六
日
）

（
き
む
ら
・
ま
さ
お
／
反
安
保
実
）




